
   

 

 

新型コロナウイルス感染予防のための学生生活ガイドライン 

このガイドラインの内容は文部科学省が推奨する学校における「新しい生活様

式」を取り入れた戸板独自の感染拡大予防のルールです。一人一人が感染しない、

感染させないの意識を強くもって対面授業を行ってまいりましょう。 

１.登校・入館時の対応 

（１）登校前に自宅で検温し体調チェック表に記入してください。 

（３７.５℃以上の場合は登校禁止です。授業欠席の場合は教務部に連絡して 

ください。 体調に関するご相談は保健室にお願いします。 

時間：9：00～18：00  ０３-３４５２-４１６１ 教務部または保健室                

（２）登校の際や校舎内では必ずマスクを着用してください。 

（３）校舎出入口は１階正面（図書館前）エントランスのみです。入口ではサーマルカメラ

による体温確認を実施しますので、自身の体温をしっかり把握してください。 

３７.０℃以上の場合は再度検温します。再検温の結果、３７.５℃以上の方は校舎に

入れません。 

 

・再検温の結果、３７.０℃～３７.４℃の方は保健室での問診を行います。 

２.キャンパス内及び授業における対応 

（１）エレベーター内は３密を避けるため乗車人数に制限を設けています。（授業開始時間

前など乗車に時間がかかる場合があるので、時間に余裕を持って登校しましょう。） 

（２）各教室の入口に消毒液と除菌ウェットシートを設置しています。入室時には

手指の消毒をしましょう。また、除菌ウェットシートで各自の使用する机や座

席、パソコン（キーボードやマウス）等をしっかり拭きましょう。 

（３）授業では、指定座席に着席してください。また、換気の為、３０分おきに

窓・扉を約３分間開閉する場合がありますので、担当教員の指示に従ってご協

力をお願いします。状況によっては２方向以上の一部の窓や扉を常時開放する
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場合もあるため、気候によってはひざ掛けを準備するなどの寒さ対策をとって

下さい。 

（４）教卓上には飛沫防止対策を施し、担当教員はマスクまたはフェイスシールド

等を着用した感染対策を行います。 

（５）実験・実習・演習等の科目については、授業内容に応じた追加の感染防止対

策を講じていますので、授業担当教員の指示に従ってください。 

（６）授業開始前や終了後は石鹸でしっかりと手洗いを行いましょう。 

３.昼休み及び休み時間、放課後の対応について 

（１）昼食時の飲食可能な場所は以下のとおりです。 

  ・2 階カフェテリア 

・3階学生ラウンジ（E1、E2、W1）、301 教室、302 教室、303 教室、304教室 

・4階 404 教室、405教室、406教室 

・6階 606 教室、607教室 

・7階 703 教室 

・8階 803 教室、804教室、805教室 

※上記以外での飲食は禁止です。 

（２）ソーシャルディスタンス確保や動線確保にご協力をお願いします。 

（３）カフェテリアや学生ラウンジ入口には消毒液を設置していますので、手指の

消毒を行ってください。 

（４）カフェテリアの座席は、一部の椅子を撤去して間隔を空け、対面着席となら

ないようレイアウトしていますので、定位置からの椅子の移動は絶対にしない

でください。 

（５）カフェテリアや学生ラウンジでは利用者と利用者との間にパーティションを

設置し、飛沫や接触を防止しています。 

（６）カフェテリアや学生ラウンジでの食事中の会話はできるだけ控えてくださ

い。また、利用（滞在）時間の短縮に協力してください。 



   

 

 

（７）飲食時を除き常にマスクを着用しましょう。食事を楽しむ場合でも、マスクを外して

いる間の会話は控え、食後の会話はマスク着用でお願いします。 

マスクを着用することで体内に熱がこもりやすくなります。また、マスク内の湿度が上が

るためのどの渇きを感じづらくなるため熱中症のリスクが高まるので、こまめに水分補

給しましょう。 

 

（８）不織布マスクを着用してください。不織布マスクは、ウレタンや布製マスクに比べて

感染予防に優れてることを示す検証結果が発表されています。不織布マスクの着用を徹

底することで感染予防を強化しましょう。 

 

※コロナウイルス感染者と同じ空間にいた場合でも、マスクを着用していれば感染の

リスクは低下します。 

４.各事務室窓口や各センターの利用について 

（１）事務室窓口や各センター利用の取扱時間に窓口等での対面応対をしますが、

内容に応じて、予約制やオンラインによる相談受付等を行っています。 

（２）利用者と担当者との間にフィルムやパーティションを設置し、飛沫や接触を

防止しています。 

（３）ソーシャルディスタンス確保、動線確保のため、床面へ表示をしています。 

５.その他 

（１）できるだけ公共交通機関のラッシュアワーを避けた通学を心がけましょう。

また、授業や用件が終了したら、速やかに帰宅しましょう。 

（２）校内での移動・他者との接触は最低限とし、万一に備え、登校時間や下校時

間、立ち寄った場所など、自身の行動記録を必ず残しておきましょう。（体調

チェック表を利用） 

（３）「3 密」を避けた学修環境の点検等のため、職員が館内を巡回し飛沫や接触防

止のお願いをすることがありますので、ご協力をお願いします。 

（４）校舎内は定期的に館内の清掃と消毒を行いますのでご協力をお願いします。 

https://www.yg.kobe-wu.ac.jp/wu/news-events/2020/i-news/200730-1.html#sample
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このガイドラインは、令和 2 年９月２３日から適用します。 

令和 3 年 4 月 1 日（改定） 

令和 4 年 4 月 1 日（改定） 

 

短大事務室 


